
 　
「
湾
は
、
意
外
に
小
さ
い
。
湾
の
小
さ
さ
が
、

室
津
の
風
情
を
い
っ
そ
う
濃
く
し
て
い
る
」。

か
の
司
馬
遼
太
郎
が
紀
行
文
集『
街
道
を
ゆ
く
』

の
な
か
で
こ
う
記
し
た
兵
庫
県
の
港
町
・
室
津
。

青
空
が
広
が
っ
た
夏
の
終
わ
り
、
地
元
た
つ
の

市
の
小
学
生
21
人
が
４
班
に
分
か
れ
、
歴
史
あ

る
町
に
繰
り
出
し
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
北
前
船
を
通
じ
て
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
町
で
開
催
中
の
海
洋
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
海
の
学
校
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン
。
廻
船
問

屋
の
屋
敷
や
、
係
留
す
る
船
を
つ
な
い
だ
石
な

ど
の
文
化
財
を
巡
り
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
い
く
。

地
図
を
頼
り
に
、
と
き
に
は
町
の
人
に
道
を
た

ず
ね
な
が
ら
歩
く
う
ち
に
、
室
津
が
ぐ
っ
と
身

近
な
場
所
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

海
の
学
校
は
３
日
間
に
わ
た
り
開
校
し
た
。

初
日
は
午
前
中
に
町
を
歩
き
、
午
後
か
ら
は
漁

船
に
乗
り
込
み
牡
蠣
養
殖
の
現
場
へ
。
ホ
タ
テ

の
貝
殻
の
中
で
養
殖
さ
れ
、
数
カ
月
後
の
出
荷

を
待
つ
牡
蠣
の
様
子
に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た

ち
。
豊
か
な
海
が
も
た
ら
す
、
豊
か
な
恵
み
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

２
日
目
は
、
播
州
サ
ー
モ
ン
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
丼
づ
く
り
に
挑
戦
だ
。
コ
ツ
を
教
わ

り
な
が
ら
小
骨
を
抜
き
、
続
い
て
薄
く
お
ろ
し

て
い
く
。
ご
飯
に
盛
り
付
け
、
思
い
思
い
に

タ
レ
や
レ
モ
ン
汁
を
か
け
て
「
い
た
だ
き
ま

す
！
」。
脂
の
の
り
が
よ
く
、
自
分
で
調
理
し

た
丼
の
お
い
し
さ
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

食
後
は
、
た
つ
の
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
商
品

に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。
海
産
物
の

ほ
か
に
、
そ
う
め
ん
や
醤
油
、
皮
革
製
品
も
特

産
品
。
４
つ
の
班
ご
と
に
、
こ
れ
ら
を
生
か
し

た
新
商
品
を
発
案
し
よ
う
と
い
う
時
間
だ
。
子

ど
も
た
ち
は
ま
さ
に
ア
イ
デ
ア
の
泉
。
ご
飯
の

お
供
の
「
サ
ー
モ
ン
フ
レ
ー
ク
」
や
、
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
た
サ
ー
モ
ン
を
使
い
ケ
ー
キ
の
モ
ン

ブ
ラ
ン
の
よ
う
に
見
立
て
た
「
サ
ー
モ
ン
ブ
ラ

ン
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が

り
。
最
終
日
に
は
、
地
元
の
津
田
宇
水
産
に
よ

る
試
作
品
が
披
露
さ
れ
、「
見
た
目
も
か
わ
い

く
、
味
も
お
い
し
く
て
想
像
以
上
だ
っ
た
」
と

サ
ー
モ
ン
ブ
ラ
ン
発
案
班
は
大
喜
び
だ
。
播
州

サ
ー
モ
ン
は
今
年
度
か
ら
た
つ
の
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
商
品
に
登
録
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
子

ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
商
品
の
レ
シ
ピ
動
画
を

公
開
中
だ
。

　

今
回
の
海
の
学
校
で
は
、
漁
業
従
事
者
の
後

継
者
不
足
や
魚
食
離
れ
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

も
話
を
聞
い
た
。
学
び
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
、
漁
業
や
海
に
関
心
を

も
つ
こ
と
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
だ
と

思
う
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

眼
に
、
海
の
明
る
い
将
来
を
感
じ
る
の
だ
っ
た
。

北
前
船
で
栄
え
た
港
町
を

自
分
の
足
で
歩
き
、知
る

お
い
し
く
楽
し
い
学
び
か
ら

海
の
将
来
を
考
え
る

学んで、歩いて、海を知る！

あつまれ
室乃津
探検隊

MUROTSU
HYOGO

文／小野泰子　撮影／岡本 寿

日本財団が推進する「海と日本プロジェクト」は、次代を担う子どもた
ちが「海」へ好奇心を持ち、海の将来を自分ごととして考えるきっか
けづくりを行っている。今回、「室乃津探検隊」に扮した兵庫県たつ
の市の子どもたちは、故郷の海についてどんな学びを得たのだろう？

室津日本遺産探検ラリー
町に散らばる文化財を訪ね班に分かれて出発！

海の交易を学ぶ
港町の成り立ちや歴史、北前船との関わりを学ぶ。

START

牡蠣いかだ見学
室津の漁業を学んだ後は、
船に乗って現場を偵察。

オリジナル海鮮丼づくり
室津名産「播州サーモン」を使って調理実習＆実食。

ふるさと納税商品会議
室津の海の資源を活かすアイデア会議は白熱！

発表＆「サーモンブラン」お披露目
学びの成果を元気に発表。試作品のお披露目も。

GOAL

1300年前、『播磨国風土記』に「風を防ぐこと室のごとし」
という記述で登場する室津。風や潮の影響を受けにくい瀬
戸内の良港として、古くから栄えた。江戸から明治にかけ、
日本海と瀬戸内海を経由して北海道と大阪を結ぶ北前船
の寄港地として、注目を浴びるように。地域経済が発展し、
現在もたつの市に拠点を置く企業のルーツになっている。

室津の海って
どんなところ?


